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申込期間 2018年10月17日（水）9時～ 10月23日（火）17時

申込方法 Blackboard から申し込んでください

【定員に達しない場合は、追加募集を行います】

追加募集を行う場合は、10月24日（水）15時 までに国際センター
（池袋・新座）掲示板にてお知らせします。

問い合わせ
国際センター (池袋)03-3985-4555 (新座)048-471-6792



 【重要】 短期語学研修参加にあたっての注意事項  

 

 春季休業期間中の短期語学研修参加にあたって、「１．履修登録について」、「２．追試験の扱い

について」の２点について以下の通り説明いたします。出願時に以下の点については理解した上で出願し

たものとみなしますので、必ず確認し、不明な点がある場合には、国際センターへ確認をしてください。 

 また、しょうがいによる配慮を必要とする者は「３．しょうがいを有する学生」を参照してください。 

 

１．履修登録について 

本研修は、単位認定はありませんので履修登録はありません、正課外の研修となります。  

「英語ディスカッション２」再履修を優先するか、春季英語研修を優先するかは各自の責任でおこな

ってください。大学としては、必修科目である「英語ディスカッション２」再履修を優先することを強く

勧めます。 

 ➣本学の成績証明書等への記載はありません。 

 

２．追試験の扱いについて（重要な変更2018.10.10） 

＊追試験受験申請者が参加する海外留学プログラム（本学が開催するものに限る）の日程が追試験

実施期間と重複する場合は、追試験受験申請時に申し出ること。 

＊追試験受験申請者が参加する海外留学プログラム（本学が開催するものに限る）のすべての日程

が追試験実施期間と重複する場合は、追試験受験上の特別措置（レポート試験での受験）の希

望を申し出ることができる。 

ただし、特別措置の許可も審査の対象とする。審査の結果については、追試験の対象者・試験方

法・時間割発表で確認すること。 

＊本特別措置の希望を申し出る場合は、提出する追試験受験申請書の所定の欄に必要事項を記入

すること。 

  なお、希望の申し出は追試験受験申請書の提出時のみ可能とする。提出後の申し出は認められな

いので、注意すること。提出時に申し出がなかった場合は、いかなる場合でも本特別措置の対象とは

ならない。 

＊特別措置（レポート試験での受験）が許可された場合、代理人による提出を認める。提出時の注

意事項については、追試験の対象者・試験方法・時間割発表（12 月 12 日掲示予定）の「３．

レポート提出時の注意」を必ず確認すること。なお、追試験において定められたレポート提出期間以外

での提出は一切認められない。 

 



３．しょうがいを有する学生 

必要なサポートによりますが、車いすや視覚障害の学生の研修参加は困難であることが見込まれます。

2018 年 7 月の現地視察の結果、寮内には段差が多く、生活面での不自由さがあります。また、キャン

パス内に点字ブロックがなく、授業も点字対応が進んでいません。 

しょうがいのある学生の出願を妨げるものではありませんが、出願前に必要な支援について申し出てくだ

さい。大学から現地に受け入れの可否を問い合わせますので、特別な支援を要する方は必ず事前にお

申し出ください。合格後に申し出て現地対応ができずキャンセルすることになっても一切責任が負えません

のでご注意ください。 



  

 

 申込方法  

Blackboard から ①申込フォーム ②小論文（600 字以上 800字以内）を入力・提出してください。 

小論文の題目： 留学の動機と、本研修の経験を帰国後どのように活かしたいか 

 

申込期間： 2018 年 10月 17 日（水）9 時 ～ 10 月 23 日（火）17 時（締切厳守） 

 

申込者（申込を期限までに完了した学生）に対して、10月 24 日（水）11 時から 16時の間に 

Spirit メールアドレス（学生番号@rikkyo.ac.jp）宛にメールを送信します。 

受信しなかった人は国際センター（池袋・新座）に申し出てください。 

 

 

Blackboard のアクセス方法 

□ 立教大学の SPIRIT（学内者サイト）にアクセスしてください https://spirit.rikkyo.ac.jp/ 

□ 画面上部のタブメニュー（「カテゴリから選ぶ」の上）の中から Blackboard をクリック 

□ 「Blackboard にログイン」 をクリック 

□ 画面中央の Login をクリック 

□ 自分の V-Campus ID とパスワードを入力後、 サインイン をクリック 

□ 初回ログイン時のみ、新機能の紹介画面が表示されるので 閉じる をクリック 

 

 

Blackboard にアクセス後、申込画面に進み受講登録を行ってください （10 月 16 日 9 時開始） 

□ 画面左上のタブ（紫色のタブ）の公開コースをクリック 

□ 画面左上の海外留学研修の （KDU）国際センター春季語学研修 2018 をクリック 

□ 左の 初回アクセス時の注意 をクリック  

□ 指示に従い登録を行ってください。受講登録を完了すると申し込み可能になります。 

 

 

「（KDU）国際センター春季語学研修 2018」の「申し込み」にアクセスし、申し込みを行ってください 

〇 申込方法をよく読み、①申込フォーム ②小論文 を入力・提出してください。 

〇 申込フォームは、入力に 10 分～15分程度かかります。入力途中で保存し、後で入力を再開することはできま

せんので、注意してください。 

〇 申込フォームは、名前や住所などの基本情報の他に、保証人承諾の有無、過去の渡航歴の内容（過去 2回

分）、語学試験（TOEFL、IELTS、TOEIC）のスコアを入力する欄があります（語学試験のスコア入力は任意。スコ

アは選考には影響しません）。事前に確認の上、入力してください。 

 

Blackboard に関する質問 

メディアセンターヘルプデスク：03-3985-2905 

メディアセンター窓口 【池袋】 8 号館 4階 【新座】 8 号館 2階 

質問をする際は、国際センター春季語学研修 2018（KDU） についての質問である旨を伝えてください。 



  

 共通事項  

1. 対象  全学部・研究科の学生が対象。 

 

2. 旅行形態  往復路ともフライト指定の団体行動です。個人の都合による日程変更や個人手配は認めません。 

 

3. 保険  

（１）参加学生は本学指定の海外旅行保険（留学中の疾病・傷害・損害賠償責任付）に加入必須です。加入しない場合

本研修に参加できません。持病をお持ちで通常の保険加入が難しい方は個別にご相談してください。 

（２）学生教育研究災害傷害保険（本学加入）の対象となります。 

正課、学校行事、学校に届け出た課外活動－海外の大学も含む－に参加している間の事故による傷害に適用。「学

生教育研究災害傷害保険のしおり＜（財）日本国際教育支援協会＞」参照。 

 

4. 留意事項  

（１） 参加学生は、「研修は学生個人の自発的選択と責任において行われるべきものである」ことの主旨を了解し、かつ

留学について保証人の同意を得なければなりません。 

（２） 渡航準備から帰国までを含む留学中の一切の行動は学生個人の責任において行われなければなりません。 

（３） 国際センターは研修の成果を上げるためのガイダンスおよび助言を随時行い相談に応じます。 

（４） 参加学生は、国際センターが実施する事前オリエンテーション等に出席しなければなりません。 

（５） 事前オリエンテーションを自己都合によって一方的に無断欠席した場合、各種手続に必要な書類を指定された期

日までに提出しない場合、または国際センター担当者および他の参加者への態度に著しく問題があると判断される

場合（例：不遜または攻撃的な態度、言語または暴力による威嚇・脅迫など）には、本研修への参加資格を取り消す

可能性があります。その場合、事前に納入した研修参加費用は返金しません。 

（６） 現地滞在中は、現地大学担当者及び関係者からの指示に従わなければなりません。現地大学担当者の指示に従

わない場合、現地大学担当者に対して著しく不遜または攻撃的な態度を取った場合、または現地大学およびその教

職員、学生スタッフおよびボランティア、本学からの他参加者及び他グループの参加者等を含む研修関係者にいか

なる身体的、心理的および物理的損害を与えた場合は、現地大学との合意に基づき、研修期間中であっても強制

帰国措置の対象とします。なお現地大学または損害の被害者への弁済および強制帰国に伴う費用は全て当該参加

者が負担するものとします。 

（7） 現地滞在中の自由時間における個人的な旅行については、研修先国内の旅行のみ認めることとします。 

（8） 研修中に撮影した写真・動画等を、広報制作物等に使用することがあります。 

（9） 研修への参加を取り消すことになった場合、時期によってはキャンセル料が発生する可能性があります。その場合の

キャンセル料は自己負担となります。 

（10） 止むを得ない事情*1 により途中参加または早期帰国する場合は、航空券の変更手数料、違約金等が発生しま

す。 

（11） 止むを得ない事情*1 により途中参加または早期帰国する場合は、航空券の新規購入（又は変更）が必要な場合

があります。その場合、本研修の航空券を手配する旅行会社を通じて購入（又は変更）しなければなりません。また

利用する航空会社、フライトについては他の参加者とともに移動・帰国できるよう、同じ航空会社、フライトを手配しな

ければなりません。 

（12） 研修参加者が最少催行人数に満たない場合は開講されない場合があります。 

（13） 現地の情勢等により研修を中止する事があります。 
*1 「止むを得ない事情」とは、想定外に発生した事態を指し、緊急に対応すべき事案である場合に限ります。自己都合（例えば個人
旅行や部活動の試合等）のスケジュールは上記の「止むを得ない事情」による早期帰国・出発遅れを認める理由とはなりません。
なお、止むを得ない事情として認める場合には、後日証明書等の提出を求める場合があります。なお追試験は含めません。 

 

5．個人情報の取り扱いについて  

立教大学では、個人情報に関する法令を遵守すると共に、「立教大学個人情報保護規程」に基づいたプライバシ

ーポリシーに従って個人情報の適切な取り扱いに努めています。 

なお、この研修参加のために収集した個人情報は、研修実施のために必要な範囲で現地大学及び本研修の往復

航空券を手配する旅行会社に提供されます。 



Blackboard 学生用マニュアル

お問合わせ先：メディアセンターヘルプデスク http://s.rikkyo.ac.jp/helpdesk

Blackboardにログインする

1. 立教大学のホームページからSPIRIT
にアクセスします

① 立教大学のホームページ右上に表示され
ている「メニュー」をクリックします。

2. Blackboardにアクセスします

④ 画面上部のタブメニューの中から
「Blackboard」をクリックします。

1/2p

●④

2018/6/28

③ 「SPIRIT（学内者サイト）」をクリッ
クします。

※ SPIRITにアクセス可能な場合、上記の
手順①～③は必要ありません。

② 表示されたメニューから「在学生・在学
生の保護者の方」をクリックします。

●③

●②

●①

http://s.rikkyo.ac.jp/helpdesk


Blackboard 学生用マニュアル

お問合わせ先：メディアセンターヘルプデスク http://s.rikkyo.ac.jp/helpdesk

Blackboardにログインする

3. Blackboardにログインします

⑥ 「Login」をクリックします。

※ SPIRITにログインしている状態の場合、
手順⑦をスキップしてログインします。

⑦ V-CampusIDとPasswordを入力し、
「サインイン」をクリックします。

⑧ 初回ログイン時のみ、新機能の紹介画面
が表示されるので「閉じる」をクリック
します。

●⑥

●⑦

●⑧

2/2p

⑤ 「Blackboardにログイン」をクリック
します。

●⑤

http://s.rikkyo.ac.jp/helpdesk


  

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

立教大学 国際センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 日程   

 事項 年 月 日 曜 時間 場所 

1 
説明会 

（説明会の参加は任意、  
参加しなくても応募可能） 

2018 10 
8 

9 

月 

火 
12：15～13：10 

【池袋】  8202 
【新座】  Ｎ852 

同時中継システムを使用 
どちらのキャンパスでも参加可能 

2 申込開始 2018 10 17 水 9:00 申込は Blackboard から行います 
詳細は申込方法のページを参照く
ださい 3 申込締切 2018 10 23 火 

17:00       

 （締切厳守） 

4 参加者発表 2018 11 16 金 14:30 
【池袋・新座】8 号館掲示板 
【新座】国際センター掲示板 

5 第 1回オリエンテーション 2018 11 27 火 18:30～20:30 所属キャンパスにて参加 

6 危機管理研修会 2019 1 11 金 18:30～20:00 所属キャンパスにて参加 

7 第 2回オリエンテーション 2019 1 15 火 18:30～20:30 所属キャンパスにて参加 

 8 日本出発 2019 年 2月 10日（日） 

9 現地研修期間 2019年 2月 11日（月）午前/プレイスメントテスト、午後/授業開始 ～ 3月 8日（金）  

10 日本到着 2019 年 3月 10日（日）   

 

2018 年度 KDU 大学春季英語研修 募集要項 

期間： 2019 年 2 月 10 日（日） ～ 2019 年 3月 10 日（日） 

費用： 約 410,000 円 （予定） 

募集人数： 20 名（最少催行人数 10名） 

本プログラムについて 

マレーシアの KDU University College において海外英語研修プログラムを実施いたします。本プログラムはオ

ーストラリアの民間語学会社 English Language Company（ELC）が KDU 大学の委託を受け展開している短期

英語研修で、授業時間は週 23-25 時間を予定しています。本プログラムの特徴は物価の安く、比較的近距

離なマレーシアでの授業のため、授業料・渡航費が安価で済む一方で、TESOL を有する講師の授業を受ける

点にあります（約 80％が英国人スタッフ）。授業は 15 名－最大 20 名規模で行われます。 

授業の開講される施設や滞在する寮は、2015年度に設立されたばかりで新しく、大学・寮が一体となってい

るため寮から教室まで 3 分以内で移動が可能です。大学は閑静な地域にありますが、スーパーや飲食店が併

設されており、生活面での不便はありません。KDU 大学の寮は男女別棟、6‐8 名 1 ユニット（1 人部屋および 2

人部屋）で、さまざまな出自の受講生と寝食を共にすることになります。 

KDU 大学（KDU University College）について 

KDU 大学には複数キャンパスがありますが、研修が行われる KDU University College Utropol is Glenmarie

は、マレーシア・クアラルンプール中心部から東に約 20km（池袋キャンパスと新座キャンパスほどの距離）にある

大学で、創立 35 年のマレーシアの私立大学です。キャンパスの雰囲気や寮の様子は、大学公式 HP のバーチ

ャルキャンパスツアーから確認できます。大学から駅までの無料シャトルバスと鉄道を使うとクアラルンプール中

心街まで 1 時間程度（片道 100 円程度）で移動可能です。 

English Language Company について 

オーストラリアのシドニーで語学学校を展開する民間語学学校。2014, 2015 年には ASEAN Masterclass 

Award を受賞する他、世界規模の語学学校評価機関やオーストラリア政府から教育の質の認定を受けてい

ます。講師は全員、英語を母国語としない者に英語を教授する資格である TESOL の資格を有しています。 

 



 

参加が確定した場合、オリエンテーション（第 1回・第 2回）と危機管理研修会への参加は必須です 

アルバイト等の予定は各自の責任で調整し、自己都合で欠席することのないようにしてください。 

オリエンテーション（第 1 回・第 2 回）と危機管理研修会には、原則として所属キャンパスにて参加してください。授業・試

験等で、所定のキャンパスにて参加できない場合は、参加者発表後、国際センター（池袋・新座）に申し出てください。 

 

2. 対象者     立教大学に在学する学生で、全日程参加可能な者、休学中のものは参加不可。 

他プログラムに参加が決定している者は出願不可（他プログラムを辞退しても出願は不可）。 

 

3. 研修期間（日本出発・帰着日）    2019 年 2月 10 日（日） ～ 2019年 3月 10 日（日） 

 

4. 募集人数  20 名（最少催行人数 10名・応募多数の場合出願書類に基づく選考を行う場合があります） 

 

5. 研修先  KDU 大学 （KDU University College） 

 

6. 単位数     なし 

 

7.宿泊先  大学の学生寮（基本は二人部屋） 

 

8. ビザ(査証)   日本国籍の参加者は、滞在許可の取得は不要です。 

日本国籍以外の参加者はビザ取得が必要な場合があります。ビザは旅行会社による代行申請により

取得します。ビザ申請に関わる費用は自己負担です。 

 

9. 参加費用    約 410,000 円（予定）  

【各費用は 2018 年 7月段階での見積り額に基づいているため、為替レートなどにより変動する場合があります】 

 

上記費用に含まれるもの 

 研修費（授業料・教材費・施設使用料など） 

 航空運賃（空港使用料、海外航空税、燃油サーチャージを含む） 

 海外旅行保険 

 現地で使用する、Wi-Fi ルータ（全員が要申込）のレンタル料、補償料 

 宿泊費（学生寮の滞在費） 

 大学主催のアクティビティ 

 空港での出発サポート（往路・復路） 

 現地空港往復送迎費用 

 

 上記費用に含まれないもの  

 食費（1日の食費は1,000円～1,500円程度と想定してください。滞在先では自炊も可能です。簡易キッチンには、

IH クッキングヒーター、冷蔵庫、ウォーター・ホットウォーターサーバがついています。食事は大学のカフェテリアや隣

接する施設のレストランなどで取ることが可能です。大学のカフェテリアは、一食 150円～300円程度です） 

 自宅～空港の交通費 

 マレーシア滞在中の交通費（空港往復以外） 

 オプショナルツアー料金 （マラッカツアー等） 

 現地でのこづかい 

 ビザ申請料金、申請代行手数料追加料金（日本以外の国籍の参加者） 

 雑費 


